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［はしがき１

生体腎移植カミ末期腎不全患者の透析に代替する確立した 治療法となってから久 しくな

る。 免 疫抑 制 剤の 進歩 に よっ て移 植 腎正 着 率カミ９０％以 上 にな る 一方 で、 当 科に お いて も移

植後一ヶ月以内の早期１こ移植 腎を喪失するケースも相変わらず年問１～２名は経験 する。
このようなケース では従来の免疫抑制剤では克服できない場合カ沙 なからずあり生体問で
の移植であることを考慮すると早急な対応邦希望される。 こういった患者におこる拒絶反

応は抗周ＬＡ枕体を介する液性拒絶反応カ沖 心であると考差られている。 通常ヒトは人間

の 同種 杭原 で ある 抗ＨＬＡ抗体 を持 た な い が、 他 人 の血 液 を 輸 血 さ れた り、 感 染症 ま た 過

去に移植を施行されることによって感作され抗体を持つようになると考えられている。 抗

体をもった患者の成績は涛たない患者に比較 して不良である。 特に移植後早期の拒絶反応
は激烈であり移植腎喪失にまでいたる。この種の拒絶反応は通常の免疫抑制では効果なく、
液性免疫能を強力に阻害する薬剤が不可欠であるとされている。
欧米でも同様なケースの患者カミ移植待機 患者に山積されてきている。 解決策と して用
い ら れて い る方 法 は、 １） 血 漿 交 換に よ る 抗 体 除去、 ２） 犬 量 ガ ンマ グ 回 ブリ ン 治 療、 そ

して ３） 抗ＣＤ２０抗 体 である リ ツキ サ ン治 療、 で ある白

われわれはこれらの薬剤を組み合わせて用いることによって、 患者の液性免疫をモニ

タ ー しなカミら 患者 に よっ て 異な っ たテ ー ラー メ ー ドの 免 疫抑 制 を 行っ てい る。 特 に ３） 抗

ＣＤ２０拡 体 で あ る リ ツキ サ ン の 使用 時に は、 フ 回一 サイ トメ トリ ー での 解 析 時 に抗ＣＤ２０

抗 体お よ び抗ＣＤ１５ｓ抗 体を 使用 して い る。 リ ツキ サ ンば従 来、 非ホ ジキ ンリ ンパ 腫瘍 に対

する適応が通っている抗悪性腫瘍薬であるが、 移植医療でこういった患者に対する液性免

疫 能 抑 制の ため の 使用カに こ ろみ ら れて か ら はま 潅間 もな い。 リ ンパ 腫 瘍の 場合 は、 一 般

的に 用い ら れて いる 投 与量 は３７５ ／ である が ほ ぼ脾 臓 内に存 在 する メモ リ ーＢリ ンパ 球

ほ壌滅する。 今回の研究では２年にわたって容量を調節 しながら末梢血申に残存するＢリ
ン パ 球 を解 析 し、 ま た、 手 術 時に と ら牝 た 脾臓 内 のＢリ ンパ 球 を 免疫 染 色 し、 治 療困 難 で

あ る 高感 作 者に 対 する 抑 制 剤の 適 応量 を 決 定 した。 フ 回 一サイ トメ トリー ではＢ細 胞 の数

の みな ら ず、 活性 を 抗ＣＤ１５ｓ抗 体 をも ち いる こと に よっ て調 べ た。 過 去の 研究 で は、 沐止

期では発現 しないＣＤ１５ｓ杭原が活牲期では賦活化するとわれわれは報告 してきた （文献参
照）。 数 量 のゑ な ら ず 活牲 にお い て も 免疫 抑 制 の 状態 を綿 密 にモ ニタ ー し、 最 終 的に 治 療

困難である抗ＨＬＡ抗体陽性例患者治療の参考にしたいと考完ている白
もう一方の対象患者は血液型不適合移植患者である。 １９８９年に当科では血液型不適合

移 植 にお け る免 疫抑 制 は手 術 中の 脾臓 摘 出を 施 行 して いる。 しか し、 特に 小 児に お ける 騨

臓 摘 出は 異 論カミ絶差 な い。 脾臓 は細 菌 の フィ ルタ ー である ため に、 摘 出後 に はとく に 肺 炎

球 菌の 抗原 量カミ爆 発 的に 増加 す ると 報 告さ れ てい る。 そ のた め、 ス ウヱ ー デン を 申心 に 脾

臓摘出を施行しないでこの種の移植（不適合移植）を試行する プ回トコールカ桁 われてきて
いる。 高感作者同様、 血液型不適合で脾臓摘出を試行しない患者に対 してもリツキサンを

投与 し脾臓 内 のＢリ ンパ 球 を 根絶 す る。 フ 回 一 解 析に お い て 術後 のＢ細 胞 の モ ニタ ー を お
こ な い’液 性免疫 能 を観 察す る。

もっとも聞題となっている高感作者や血液型不適合患者に対する新淀な免疫抑制にと

って改革的な時期をむか差ているのかもしれない。 今回の研究では液性免疫能による拒絶

反応 の 抑制カミ主眼 で ある。
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Ｔｈｅ閉ｐｅｕｔｉｃ ａｐｈｅｒｅｓｉｓ ｔｈｅ醐ｐｙｆｏτ

ＡＢ０＿ｉｎｃｏ測ｐａｔｉｂ１ｅ ｒｅｎａ１ ｔｒａ鵬ｐ１狐ｔａｔｉｏｎｓ．
Ｔｈｅ閉ｐｅｕｔｉｃ ａｐ脆ｒｅｓｉｓ．７（

６）。
５２０＿

５２８．２００３
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１８）Ｈ三ｄｅｋｉＩｓ舳ａａ，
Ｈ三ｍｓｈｉ Ｔｏｍａ． ０ｒｇ鋤

Ｄｏ沿ａｔｉｏｎ Ｐｒｏｂ１ｅｍｓｉｎ Ｊａｐａｎ ａｎｄ

Ｃｏ忍耐ｅｒｍｅａｓｕ江ｅｓ．
ＳａｕｄｉＪＫｉｄｎｅｙ Ｄｉｓ Ｔｒａ鵬ｐ１ａｎｔａｔｉｏｎ．

１５（２）．
１２５＿１２８．

２００４

１９）Ｈｉａｅｋ五 Ｉｓｈｉａａ，
Ｋａｚｍ ａｒｉ Ｔａｎａｂｅ，

Ｍｉｙｕｋｉ Ｆｕｍｓａｗａ， ｅ
ｔ ａ１，

Ｅｆｆｉｃａｃｙ ｏｆ ＩｇＭ

ａｎｔｉ＿ｂ１ｏｏｄ ｔｙｐｅａｎｔｉｂｏａｙ ｍｏｎｉｔｏｒｉｎ ｂｙ ＥＬＩＳ
Ａ ａｆｔｅτ ｒｅｎａ けｒａＲｓｐ１ａｎｔａｔｉｏｎ

ａｃｒｏｓｓ 砒ｅ 七１ｏｏａ ｂａｒｒｉｅｒ．
Ｔｒａｎｓｐ１ａｎｔｐｍｃ．３６．２１７８＿

２１８１．
２００４

２０）ＨｉａｅｋｉＩｓｈｉｄａ，
Ｋａｚｕηａｒｉ Ｔａｎａｂｅ，ｅ

ｔａｌ，
Ｂｅｐａｔｉｔｓ Ｃ ｖ辻ｕｓ ｄｅｃｒｅａｓｅｓｉｎ ｐａｔ五ｅｎｔｓ

ｗｉｔｈ ㎜ａｉｎｔａｉｎａＲｃｅ ｈｅｍｏｆｉ１ｔ蝸ｔｉ０Ｒ ｔｈｅ閉ｐｙ．
Ａｒｔ妊ｉｃｉａ１ ０ｒｇａｎｓ．

２８
，
３１６＿３１８．

２００４

２１）Ｈｉａｅｋｉ Ｉｓｈｉｄａ，
Ｋａｚｕｎａｒｉ Ｔａｎａｂｅ，

ｅｔ ａ１．
Ｅｖａ１ｕａｔ三〇ａ ｏ麦 ｆ１ｏｗ ｃｙｔｏｍｅｔ対ｃ ｐａｎｅ－

ｒｅａｃｔｉｖｅ ａｎｔｉｂｏａｙ（Ｆｌｏｗ ＰＲＡ）ｉｎ ｒｅｎａ１ｔｒａｎｓｐ１ａ航 ｒｅｃｉｐｉｅ耐ｓ＿
Ｅｘ＆㎜三ｎａｔｉｏｎ ｏｆ

２３８ ｃａｓｅｓｏｆｒｅｎａ１ 倣ａむｓｐＩａｎｔａｔｉｏｎ＿．
Ｔｒａｎｓｐ Ｈ 航 （三ｎ ｐｒｉ耐）２００５
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口頭発表

１）石 田 英 樹、 囲濃 一 成、 徳 本直 彦、 新 村 浩明、 東 聞 紘、 血液 型 不 適 合 腎 移植 後 の 患

者 に 認め られ た杭Ａ抗体、 枕Ｂ抗 体以 外の 抗血 液型 抗 体、 第３８回 日本 移植 学会 総 会、

２００２
、
東 京

２）石日１１英 樹、 田邊 一 成、 新村 浩 明、 東 間紘、 ＦＫ，ＭＭＦ，ス テｉコイ ド３剤長 期 投 与 に よ

る血液型不適合腎移植患者の生着成績、 第３８回日本移植学会総会、 ２００２、 東京

３）石 田 英 樹、 田 邊 一成、 東 間絃、 タ ク 回リ ム ス 使 濡 例 の 腎移 植成 績、 第３８回 日 本移

植 学会 総 会、 ２００２、 東 京

４）石 田英 樹、 前 感 作抗 体とＩＶＩｇ治 療に つ いて、 第３８回 圓本 移植 学 会総 会 シ ンポ ジウ

ム
、
２００２、

東 京

５）石 田 英 樹、 田 蓬 一成、 徳 本 直 彦、 新村 浩 明、 東 間紘、 血 液 型不 適 合 腎 移 植後 の 患

者に認められた杭Ａ抗体、 抗Ｂ枕体以外の抗血液型抗体、 第３２回日本免疫学会総会

学 術総 会、 ２００２、 東京

６）石 田英 樹、 田蓬 一 成、 徳 本 直 彦、 新 村 浩明、 東間 紘、 旺ＩＳＡ法 に ぷ る 抗血 液 型 抗

体 の検 出、 第３５回 日 本腎 移植 臨 床研 究 会、 ２００２、 神 奈川

７）石 田薬 樹、 古 澤 美 由紀、 石 塚 敏、 囲 邊 一成、 徳 本 直 彦、 新 村浩 明、 東間 紘、、 血液

型不 適 合腎 移植 に お ける 抗血 液 型抗 体 の新 しい 検 出法、 ＥＬＩＳＡ， 第９０回 日本 泌尿

器科 総 会、 ２００２、 東京

８）石 圃 蘂 樹、 田 邊一 成、 古 澤美 由紀、 新 村 浩 明、 東 間 紘、 血 液型 不 適 合 腎 移植 後 の

患者血液申にみとめられた抗Ｇａ１抗体の上昇、 ＡＢＯ血液型不適合移植研究会第５回

学 術 集 会、 ２００２、 名 古屋

９）石田 英 樹、 高木 敏 男、 田 邊一 成、 東 間 紘、 腎 移植 後４年 冒 に腸 結核 を 合併 した１例、

第１８回 腎移 植、 血 管外 科研 究 会、 ２００２、 登別

１０）森 川 志保、 田邊 一成、 石 田英 樹、 東 聞紘、 Ｐｏ１ｙｓｕｒｇｅｒｙ後 のＡＢ０血液 型 不適 合 生体

腎移 植の１例、 第３５回 日本 腎 移植 臨 床研 究 会、 ２００２、 神 奈川
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１１）野 崎 犬 司、 田濫 一 成、 石 田英 樹、 東 間 紘、 移 植腎 動 脈 狭 窄 に 対 しＰＴＡを
施行 し

た２例、 第３５回日 本 腎移 樋 臨床 研究 会、 ２００２、 神奈 川

１２）高 木 敏 男、 田 邊一 成、 石 田英 樹、 東 聞紘、 高 齢者 に 対 す る生 体 腎 移 植の１例、 第

３５回１ヨ本 腎移 植臨 床 研究 会、 ２００２、 神 奈 川

１３） Ｇａ１｛１三 Ｕ，
Ｉｓｈｉａａ 闘，

丁 舳 ＆ｂｅ Ｋ，
Ｔｏ㎜ａ Ｈ． Ａｎ辻ｉ唱ａ

１ Ａ／Ｂ
， ３ ｎｏｖｅ

玉 ａｎｔｉｂｏｄｙ ｃｏ㎜ｐｒｉｓ＿

ｉｎｇ ㎜ｕｃｈ ｏｆ ｔｈｅ ａ耐ｉ＿ｂ１ｏｏｄ 駆ｏａｐ ｉｍ ㎜ｕ鵬 ｒｅｓｐｏｎｓｅ 辻ｏ Ａ Ｂ ０ ㎜ｉｓ聡ａｔｃｈｅｄ 鮎 由 ｅｙ

ａ１１ｏｇｒａｆｔｓ．
２８ｔｈ Ａ ㎜ ｕａ玉 Ｍｅｅ言ｉ㎎ ｏｆ Ａ ＳＴ，

２００２
，
Ｗａｓｈｉ㎎ｔ ㎝ Ｄ Ｃ

１４） Ｓｅｔｏ馴 ｃｈｉ Ｋ，
Ｉ 銚ｉ 狛 Ｈ

，
Ｔａｎａｂｅ Ｋ，

Ｔｏｍａ Ｈ． ＬｏｃａＩ ｇｒａ
ｆｔ ｉｒｒａｄｉａｔｉｏｎ ｓ口ｃｃｅｓｓ舳ＩＩｙ

ｐｒｅＹｅむｔｓ 止ｅｍｏ１ｙｓｉｓ ｉｎ
Ａ Ｂ Ｏ ｍｉｓ㎜ａｔｃｈｅｄ ｒｅｎａ三 ｔ閉 ｎｓｐ１ａｎｔａ童

三〇ｎ． ２８ｔｈ Ａｎｎｕａｌ

Ｍｅｅｔｉ㎎ ｏｆ ＡＳＴ，
２００２
，
Ｗａｓｈｉ㎎セ㎝ＤＣ

１５）横 山和 秀、 田邊 一成、 石 田英 樹、 原 因不 明 の 岬ｈｒｏｃａ１ｃｉηｏｉｓｉｓ
に よる 慢 性腎 不全

に 対 して 生体 腎 移 植を 施 行 した１例、 第３５回 臼本 腎 移植 臨 床研 究 会、 ２００２、 神奈

川

１６）荒 木元 朗、 石 田英 樹、 戸 田房 子、 生 態 腎移 植に お ける 抗 ドナ ー抗 体 陽性 歴 の生 着

率 に 及ぼ す影 響の 検 討、 第９０回 Ｂ本 泌 尿器 科学 会 総会、 ２００２、 東 京

王７）横 山 和 秀、 田 蓬一 成、 石 田 英 樹、 腎 移 植 に おけ る 動 脈 瘤 再 建 例 の 検 討、 第９０回

日本泌尿器科学会総会、 東京

１８）瀬 戸 口 誠、 田邊 一 成、 石 田 英樹、 Ｍｉ皿ｏｒ－ｍｉｓ脈ａｔｃｈ生 体 腎 移 植 に お ける 術
後 放 射

線照 射の 意義 につ いて、 第９０回 日本 泌 尿 器科学 会 総 会、 東 京

１９）宮崎博喜、 石田英樹、 田辺一成、 難治性急性拒絶反庵を生じ急速に移
植腎廃絶へ

と至 っ たＷｅｇｅｎｅｒ肉 芽腫 の１例、 第４５回 日本 腎臓 学 会学 術 総会、 犬 阪

２０）田邊 一成、 徳本 直 彦、 石 田 英樹、 腎 移植に お ける血 栓性 微小 血管 症の 成 因の検 討、

第４７回日本透析医学会学術集会総会、 東京

２１）Ｉｓｈｉｄａ Ｈ，
Ｔａｎａｂｅ Ｋ，

Ｓｈｉ㎜ ㎜ｕｒａ 周１
Ｅ ＬＩＳＡ ａｓｓａｙ ｆｏｒ ｄｅｔｅｒ㎜ｉｎｉｎｇ ｃｈａｎｇｅｓ ｉｎ ａｃｔｉｖ－

ｉｔｙ ｏ歪 ａηｔｉ北１ｏｏｄ 蚊 ｐｅ ＩｇＧ ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ ｉ羽 ｐａｔｉｅｎｔｓ ｗ沌
ｈ ａ七〇 ｉｎｃｏ聰ｐａｔ

ｉｂｌｅ ａ１１ｏｇｒａｆｔｓ。

一 ９ 一



Ｉ鮒ｅｒ 蝸セ三〇亙ａ１ Ｃｏ 鴫ｒｅｓｓ ｏｆ Ｔｈｅ Ｔｒａ鵬 ｐｌａ耐ａセｉｏｎ

Ｓｏｃｉｅｔｙ． ２００２，
Ｍｉａ醐ｉ，

ＵＳ Ａ

２２）Ｓｅ迂ｏ 帥 洗ｉ Ｋ，
Ｔａηａｂｅ Ｋ，

Ｉｓ砧ｄａ Ｈ，
ＥｖａＩｕ就五〇亙 ｏｆ ｇ 岬ｆｔ ｉｒ 醐 ｄ三ａｔｉｏ篶 ｔｏ 脾 ｅｖｅｎｔ

篶ｅ㎜ ｏ１ｙｓｉｓ ａｆｔｅｒ Ａ Ｂ Ｏ ｍｉｓ㎜ａｔｃｈｅｄ ｒｅｎａＩ ｔｒａηｓｐｌａｎｔａｔｉｏｎｓ．
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ 醐 １

Ｃｏｎ 駆 ｅｓｓ ｏｆ Ｔｈｅ Ｔｒａｎｓｐ１ａ耐ａｔ
ｉｏ口 Ｓｏｃｉｅｔｙ．２０ ０２，

Ｍｉａ脈ｉ，
Ｕ ＳＡ

２３）Ｉｓ脂ｄａ Ｈ，
Ｔａｎａｂｅ Ｋ， ｅ

ｔ ａＬ Ｅ 跣 ｃａｃｙ ｏｆＩｇＭ ａ耐ｉ－ｂＩｏｏｄ ｔｙｐｅ ａ耐ｉｂｏａｙ

触ｏ河ｉｔｏｒｉｎｇ ｂｙ ＥＬＩＳＡ ａｆｔｅｒ ｒｅｎａ１ 航ａｎｓｐ－ａｎｔａｔｉｏｎ ａｃ ｍｓｓ ｔｈｅ ｂ１ｏｏδ

ｂａｒｒｉｅｒ．
Ａｍ 師 ｃａｎ Ｔ 蝸ｎｓｐ１伽ｔ Ｃｏｇτｅｓｓ．

２００３
．
Ｗａｓｈｉ㎎ｔ㎝。

２４）Ｉｓｈｉｄａ Ｈ Ｔａ列ａｂｅ Ｋ，ｅ
ｔａ１．
Ｎｅｅａ ｆｏｒ ｐｒｅｏｐ飢ａｔｉｖｅ ｒｅｍｏｖａ１ ｏｆ 鋤ｔ云一ＨＬＡ

ａｎｔｉｂｏｄｙ ｉ篶 ｈｉｇｈ１ｙ ｓｅｎｓｉｔｉｚｅｄ ｒｅｃｉｐｉｅｎｔｓ．
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ１ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ ｔｈｅ

Ｔｒａｎｓｐｌａ耐ａｔｉｏｎ Ｓｏｃｉｅｔｙ．
２００４ Ｖ三ｅｎηａ
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